
 

国土強靱化 民間の取組事例 227  被害者等の支援 

地域を守る！ ▶被害者等の支援 21 復旧・復興を支援する 

227 災害時における資機材の調達に関する協定 

取組主体【掲載年】 法人番号 事業者の種類【業種】 実施地域 

トーハツ株式会社 
【平成 27 年】 

2011401004553 その他事業者 
【製造業】 

東京都 

 取組の概要 

 消防車両やポンプ、ボート等を提供する協定を地元消防と締結 

 トーハツ株式会社は、災害時もしくは消防署が必要と認めた場合には、所有の消防車両、可搬消

防ポンプ、船外機、ボート等の提供要請に応じ、一時貸与する協定を東京消防庁志村消防署(板

橋区)と締結し、操作人員を含めて協力する体制を構築している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 取組の特徴（特色、はじめたきっかけ、狙い、工夫した点、苦労した点） 

 消防車の仕様の相談から、協定へと発展 

 同社は、自衛隊や警察等が使う船外機やボートといったマリン製品、消防積載車や可搬型消防

ポンプ等の防災関連製品を製造・販売しており、現在

の生産拠点は長野県駒ヶ根市に立地している。また、

東京都板橋区にある本社には、営業拠点、管理部門、

技術開発部門があり、近接する荒川に船外機のテスト

場を有している。 

 同社では顧客の満足を基本とし、企業の社会的責任を

果たし、国際的視野で社会に貢献する企業であり続け

ることを企業理念としている。そのため、地域協力は

不可欠と考えており、従業員を消防団員として7名登

録するなど、管内の消防署・消防団と関係づくりを進

めていた。 
▲可搬型消防ポンプ 

▲トーハツ株式会社と消防署と合同で実施した水難救助訓練の様子 
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 消防車を扱う会社ということで、本社の管轄である志村消防署と話をする機会が多く、消防車

の仕様の相談等をする中で災害時の貸与協力に対する要請があった。またその際、自社の資機

材を災害の際に活用できないかとも考え、内容を追加した上で、協定を締結した。 

 豪雨や台風時における荒川での水難救助・渡河を想定した志村消防署、戸田市消防本部との合

同水難救助訓練時に、同社テスト場より舟艇を提供して訓練に参加している。 

 

デモ機等、今ある資材を災害時にも活用 

 貸与する資機材は、消防車販売デモにて使用する車両、消防ポンプ等一式であり、本社に常置し

ているものである。舟艇に関しては船外機の実験用に使用しているものであり、普段から、荒川

のテスト場に置かれているものである。このように、平時利用のためにすでにある資材の情報

が共有されることで、災害時の強靱化につながる取組となっている。 

 緊急時においては、所属消防団を介さずに消防署から直接同社に貸与要請することとし、可能

な限り迅速かつ円滑に資機材を提供できるようにしている。また、災害時には機材の貸与に加

え、機材の操作に慣れている同社の職員による操作協力も行う予定である。 

 

 防災・減災以外の効果 

 地域貢献に加え、認知度の向上につながる 

 企業として日頃から防火訓練や防災活動に熱心に取り組み、地元の消防署との連携にも心掛け

ており、防災意識や防災活動のレベルアップを図っている。 

 これらの活動は、防災面での地域社会への貢献だけでなく、数ある消防製品の中で同社製品が

認知される機会となっている。 

 

 周囲の声 

  同社は、消防関係資機材メーカーであるとともに消防団員７名が在籍する消防団協力事業所で

ある。大規模災害時の各種消防活動に必要となる資機材、人員等を有していることから本協定

の締結に至った。地域の訓練等にも積極的に協力いただいており、地域防災力向上に大きく貢

献していただいている。（消防署） 

 


